
   中期経営計画の進捗共有の中で、 
資本効率に関する分析と対応議論を設定

   社外取締役の専門分野を活かした個別ミーティングを 
引き続き実施し取り組み状況を共有、 
経営戦略への反映についても議論する機会を設定

   ESG課題についての取締役会への報告機会を 
増やすとともに、社外役員交流会などで 
意見・情報交換ができる場を設け、 
取締役会全体での認識を高め議論を活性化

  グループ会社の状況、課題について積極的に情報を共有、 
内部監査、監査等委員会、取締役会連携による対応

  統合報告書を活用したSR活動実施、 
機関投資家説明会などのIR活動に関する投資家からの 
コメントを取締役会へ報告

   委員会の活動状況、会議内容を取締役会全体に報告

  後継者育成の推進、報酬制度運用定着

  資本効率を踏まえた事業見直しの議論

  中核人材の多様性確保の考え方、人材育成方針・ 
社内環境整備方針についての議論

  ESG・SDGsなどサステナビリティ基本方針と 
その向上への取り組み・開示についての 
取締役会での議論、経営戦略への反映

    内部統制システムの構築および 
運用状況の監督強化

  株主・投資家との対話を踏まえた議論の充実

  各委員会での議論内容の取締役会への十分な共有と
実効性確保

  資本効率を踏まえた 
中期経営計画策定に関する意見交換

  ESG課題について 
社外取締役との個別ミーティングを実施し 
取り組み状況共有、意見交換

  CSR委員会の取り組みを年2回取締役会で報告

  社外役員交流会など 
取締役間での意見交換の機会の設定

  事業概況、計画・見通しなど 
グループ全体での議論、報告

  決算説明会、IR・SR活動での質疑内容を 
タイムリーに共有

  指名委員会の運営と次世代幹部育成計画の実行

  報酬委員会の立ち上げ

ガバナンス

　取締役会の実効性向上のため、2015年度から毎年、代表
取締役社長を除く全ての取締役を対象としたアンケート方式
で評価を実施しています。
　2021年度からは第三者機関によるアンケートと結果分析
を行っており、評価結果を取締役会に報告し課題を共有した
上で、改善の取り組みを継続的に進めています。

　2022年度の実効性評価では、事業ポートフォリオの議論、
報酬制度設計や後継者育成計画への取締役の関与、株主との
対話などの項目において昨年から評価が向上しており、一定の
改善が評価されました。全体として取締役会は実効性を持って
機能していると評価されましたが、認識した主な課題については
以下のような取り組みを行い改善を図っていきます。

実効性評価の取り組み 2022年度の実効性評価実施概要

対象者 代表取締役社長を除く全取締役

評価方法 無記名方式によるアンケート

実施期間 2023年2～3月

アンケート 外部機関にて取りまとめ

回答状況 全対象者回答済み

取締役会での
さらなる議論の充実

社外取締役の
パフォーマンスの向上

取締役会の
モニタリング機能の向上

株主・投資家との
コミュニケーション

後継者計画・
報酬制度の策定

2022年度課題 2022年度取り組み 2022年度の実効性評価課題 今後の取り組み・対応策
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